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　詩集『 方 向 性 詩 篇 』大谷良太【著】

《 好 評 既 刊 》

第 25 回 小野十三郎賞 最終候補作
―中尾太一・駒ヶ嶺朋乎 推薦―

第 5詩集。2017 年から 2022 年までの作品 25 篇を収める。
越境と諦念とその先の希望へ。生きることの苦しさを耐え抜く抒情詩がここにある。

1979 年、静岡県生まれ。神奈川県出身。詩集に『薄明行』（詩学
社、2006 年）、『ひなたやみ』（ふらんす堂、2007 年）、『今泳いで
いる海と帰るべき川』（思潮社、2009 年）、『午前五時』（書肆ブン、
2016 年）、『大谷良太全詩　二〇〇六―二〇一六』（書肆ブン、2022
年）がある。現在、京都府在住。

＊　＊　＊

『現代詩手帖』『詩人会議』『図書新聞』『京都新聞』等に書評掲載。

「日本と韓国の風景と言語を巧みに映り合わせる。二つの国のあわ
いで、人も事物も感情も、「はじまり」の初々しさと透明で硬質な
抒情を獲得している。時に振られる韓国語のルビが、紙面に不思議
な浮力をもたらしている。隣国の声には日本語を解放する力がある
のだ。」（評者＝河津聖恵）

著者略歴　大谷良太（おおたに りょうた）
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